
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月号 おもな内容 
 

●特集 障害者週間          ２Ｐ 

●配食ボランティア研修会       ３Ｐ 

●地域福祉フォーラム         ３P 

※みなさまの会費の一部は「社協だより」の発行に充てさせていただいています。 

２０１６ 

１２ 
 

№１８４ 

 

 
 

●緑小学校総合学習        ３Ｐ 

●社協からのお知らせ       ４Ｐ 

 

  

 

 

１
１
月
１
日
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
会
場
に
清
川
幼

稚
園
も
も
組
の
園
児
と
そ

の
保
護
者
が
来
館
さ
れ
、

利
用
者
と
交
流
を
行
い
ま

し
た
。 

園
児
た
ち
が
日
頃
練
習

し
た
歌
や
踊
り
を
元
気
一

杯
に
披
露
し
て
く
れ
た
後

は
、
手
遊
び
「
げ
ん
こ
つ

山
の
た
ぬ
き
さ
ん
」「
ず
い

ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
な

ど
で
遊
び
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
大
好
き
な
利
用

者
た
ち
は
、
園
児
の
手
を

握
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
と
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
し
た
。 

利
用
者
か
ら
は
「
よ
く

踊
り
や
歌
を
覚
え
た
ね
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
」

「
今
日
は
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
感
想
が
あ

り
、
園
児
た
ち
か
ら
元
気

を
も
ら
っ
た
様
子
で
し

た
。 

元
気
い
っ
ぱ
い 

園
児
と
交
流 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

福祉に関するご相談は社協までお気軽にどうぞ ２８７－１１１８ 

 

 

 

障害者週間（１２月３日～１２月９日） 

自分にできること「心のバリアフリー」 

 
 障害者基本計画では、国がめざすべき社会として、国民誰もが相互に人格と個性を尊重し支え

合う『共生社会』を掲げています。このような共生社会は、国民一人一人が、自分にできること

を自覚し実際に取り組むことにより初めて実現できるとあります。 

しかし、今年の７月２６日、障害者支援施設である『県立津久井やまゆり園』において、多く

の死傷者が出る事件が発生しました。二度とこのような事件を起こさないためにとの思いから、

神奈川県知事の提案により県議会にて憲章が採択されました。 

ともに生きる社会かながわ憲章 

一 私たちは、あたたかい心をもって、すべての人のいのちを大切にします 

一 私たちは、誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社会を実現します 

一 私たちは、障がい者の社会への参加を妨げるあらゆる壁、いかなる偏見や差別も排除します 

一 私たちは、この憲章の実現に向けて、県民総ぐるみで取り組みます 
 

平成２８年１０月１４日 

神奈川県     

 

１２月３日から１２月９日までの７日間は、障害者基本法に定められている『障害者週間』で

す。障害者福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あら

ゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることが目的とされています。これを機に今一度

『自分にできること』を考えてみませんか。 

 国が掲げている「共生社会」、神奈川県が採択した「ともに生きる社会かながわ憲章」を実現す

るためには、一人一人の理解が欠かせません。その一つに 「心のバリアフリー」 があります。 

●差別意識の 「気づき」   社会では差別が生じていることを認識する 

              ・思い込みや勘違い 

              ・何気ない言葉や態度 

    

●他者の 「理解」      障害には多くの種類があることを理解する 

              ・何ができて、何ができないのか 

              ・見た目ではわからない障害もある 

    

●他者を 「受容」      地域には様々な障害を持った方が住んでいることを認め合う 

    

●他者との 「共生」     お互いに支え合える社会 

「心のバリアフリー」とは、差別や偏見をなくし、障害者の気持ちに寄り添ってサポートをする

ことです 

 

他人事にし

ないことが

大事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービスに関することなどご相談ください 

３ 

 

１
１
月
２
１
日
、
福
祉
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
対
し
研
修
会
を
行
い
、
８
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
の
前
半
は
、
「
今
、
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
期
待
さ
れ
る
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
岩
手
県
立
大
学
准
教
授
の
佐
藤
哲
郎
氏
か

ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
配
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
意
義
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
頃
の
活
動
上
の
課
題
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
配
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
高
齢
化
し
て
お
り
、
今
後
の
人
材
確
保
が

課
題
で
は
な
い
か
」
「
友
人
を
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

誘
っ
て
み
た
が
、
な
か
な
か
一
歩
が
出
な
い
様
子
」「
待

っ
て
い
て
は
な
か
な
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

は
集
ま
ら
な
い
」
な 

ど
の
意
見
が
上
が
り 

ま
し
た
。 

こ
う
し
た
意
見
を 

踏
ま
え
、
今
後
も
配 

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

皆
さ
ん
と
村
社
協
で 

課
題
解
決
に
向
け
て 

取
り
組
ん
で
い
く
こ 

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

１
０
月
２
８
日
、
緑
小
学
校
の
５
年
生
が
総
合
学
習

の
一
環
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
交
流
し

ま
し
た
。
「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
５
年
生
は
皆
で
内
容
を

考
え
、
交
流
会
に
向
け
て
準
備
を
勧
め
、
本
番
に
臨
み

ま
し
た
。 

 

交
流
当
日
は
、
ま
ず
自
己
紹
介
。
ひ
と
り
ず
つ
名
前

と
好
き
な
事
を
発
表
し
、
利
用
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

次
に
、
全
員
で
歌
を
披
露
。
大
き
な
声
で
し
っ
か
り
と

利
用
者
に
歌
声
を
届
け
て
い
ま
し
た
。
交
流
の
メ
イ
ン

は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
ゲ
ー
ム
大
会
。
５
年
生
が

用
意
し
て
く
れ
た
手
作
り
の
ゲ
ー
ム
は
、「
ト
ラ
ン
プ
」

「
魚
釣
り
」
「
輪
投
げ
」
「
ビ
ン
ゴ
」
「
人
生
ゲ
ー
ム
」

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
の
６
つ
。
ど
の
ゲ
ー
ム
も
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

５
年
生
が
丁
寧
に
ゲ
ー
ム 

の
説
明
を
し
な
が
ら
進
行 

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、 

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用 

者
は
、「
今
日
は
い
ろ
い
ろ 

な
ゲ
ー
ム
が
で
き
て
楽
し 

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま 

し
た
。 

成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
考
え
る
、
村

社
協
主
催
の
地
域
福

祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
１

０
月
２
７
日
、
１
１

月
２
日
、
村
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
び

こ
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
日
間
で
２
２

人
が
参
加
し
、
成
年

後
見
人
等
の
職
務
内

容
や
権
限
、
現
在
の

利
用
状
況
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
講

師
か
ら
制
度
の
概
要

に
つ
い
て
講
演
を
い 

成
年
後
見
制
度
は
候
補
者
選
び
が
大
切 

～
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
～ 

 

 

た
だ
き
、
そ
の
後
、
現
在
成
年
後
見
制
度
を
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
方
が
、
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
、
毎
月
の
利
用
料
等
に
つ
い
て
説
明
。
親
族
に
し

ろ
、
弁
護
士
等
の
専
門
職
に
し
ろ
、
本
人
に
し
っ
か
り

向
き
合
っ
て
く
れ
る
方
を
候
補
者
に
選
ぶ
こ
と
か
大

切
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
今
す
ぐ
必
要

は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

人
材
確
保
が
課
題 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

～
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
～  

 

手
作
り
ゲ
ー
ム
で
交
流 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

～
緑
小
学
校
５
年
生
総
合
学
習
～ 



 

 

 

 

平成２８年９月～平成２８年１１月 
 

○ポータブル吸引器      匿名の方 

○缶詰            匿名の方 

 

 

 

 

平成２８年９月～平成２８年１１月 
 

○ペットボトルキャップ     １１件 

○古切手             ４件 

○使用済みプリペイドカード    ２件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

社協よりみなさまへ、お知らせのページです。 

４ 

編集・発行 

社会福祉法人 

清川村社会福祉協議会 
〒243-0195 

神奈川県愛甲郡清川村煤ヶ谷２２２０－１ 

清川村保健福祉センタ－ひまわり館内 

電 話 ０４６(２８７)１１１８ 

ＦＡＸ ０４６(２８７)２０１３ 

 

 

は
あ
と 

 

う
ぉ
ー
む 

寄付をありがとうございます 

回収にご協力ありがとうございます 

 

清川村社協通所型サービス事業の 

生活相談員（非常勤職員）募集 
 

清川村社協が来年４月より実施する「通所

型サービス事業」の生活相談員を募集します。 

募集人員 若干名 
 

応募要件 介護福祉士資格保持者 
 

勤務日時 月～金曜の内、週４日以上 

（祝日を除く） 
 

     午前８時３０分～午後５時１５分

（応相談） 
 

職務内容 総合事業利用者の介護予防、日常 

     動作訓練、レクリエーション等 
 

給与等  当法人規定による 
 

雇用期間 平成２９年４月～平成３０年３月

（更新あり） 

     ※採用前に研修有 

申し込み １２月１日（木）～１２月２０日（火） 

      まずは下記までお電話くださ

い。その後、履歴書をご用意いた

だき面接をさせていただきます。 

お問い合わせ、お申し込み先 

清川村社会福祉協議会 担当 山口 

☎０４６－２８７－１１１８ 

年末年始休業のお知らせ   

清川村社協では年末年始の業務を下記のとお

り休業とさせていただきます。 
 

休業期間  平成２８年１２月２９日から 

平成２９年 １月 ３日まで 
 

※平成２９年１月４日より通常業務となります。 

最期まで自分らしく 

お家で暮らしたい  

本当に豊かな老後とはなんでしょう。 

自分らしい最期について考えてみませんか。 

日時 平成２９年１月２３日（月） 

   午後１時３０分～午後４時２０分 

場所 厚木市文化会館大ホール 

内容 第１部「おひとりさまの最期」 

   第２部「一人暮らしは明日の我が身～

最期まで家で暮らしたい～」 

講師 第１部 上野千鶴子氏 

       認定 NPO法人WAN理事長 

   第２部 小笠原文雄氏 

       医療法人聖徳会小笠原内科理事長兼院長 

対象 厚木市在住、在勤、在学者及び近隣市

町村在住者１，４００人。 

※申込者が定員を超えた場合は厚木市民を優先します。 

申し込み 平成２９年１月１１までに電話に

て下記までお申し込み下さい。 

参加費 無料 

お問い合わせ、お申し込み先 

 厚木市福祉総務課（地域包括ケア推進担当） 

 ０４６－２２５－２０４７ 

２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し

た
、「
と
も
に
生
き
る
か
な
が

わ
憲
章
」
を
皆
さ
ん
ご
存
知

で
し
た
か
。
神
奈
川
県
と
し

て
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
理
念
的
な
も
の
が
こ
の
憲

章
で
す
。
多
く
の
県
民
に
こ

の
憲
章
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
共
感
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
共
生
社
会
へ
の
一
歩
と

感
じ
ま
す
。 


